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表紙図版【「吉田落雁」（『横浜地名案内』森田 友昇／編 1875 年（明治８）12 月）】 
 現在の横浜市中区伊勢佐木町付近一帯は、江戸時代初めまでは入り海でした。江戸の木材・石材商吉田

勘兵衛が 1656 年（明暦２）に埋立を開始しますが、翌年の大雨により失敗。再許を得て、1659 年（万治

２）に工事が始められ、1667 年（寛文７）に完成しました。この新田は 1669 年（寛文９）に吉田新田と

命名されました。2017 年（平成 29）は吉田新田完成 350 周年です。 
 表紙の「吉田落雁」は、富士山を背景に秋の吉田新田を描いたものです。『横浜地名案内』に収められ

た「横浜八景」（伊勢山秋月、本牧晴嵐、浅間山暮雪、波止場帰帆、公園夜雨、鉄橋夕照、吉田落雁、北

方晩鐘）の一枚で、完成から 200 年を経た吉田新田の様子を伝えます。「横浜八景」の画は清水硯圃（し

みず けんぽ）、『横浜地名案内』の編者は、明治初期の俳人として知られる森田友昇（もりた ゆうしょ

う）です。 
 
※横浜市立図書館では、所蔵する横浜資料をデジタルアーカイブの形で公開しています。 
 ⇒「都市横浜の記憶」https://www.lib.city.yokohama.lg.jp/Archive/ 
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